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             木古内町観光協会会則 
 
 

    （名称） 

    第１条   本会は木古内町観光協会と称し、事務所を木古内商工会内におく。 

    （目的） 

    第２条   本会は広く町内の総意を結集し、観光関連事業の推進、観光資源の宣伝、施 

         設の充実及び観光客受入体制の強化を図り、もって本町観光の振興に寄与する 

         ことを目的とする。 

    （事業） 

    第３条   本会は第２条の目的を達成するため、次の事業を行なう。 

         １．観光資源の調査、開発、保存 

         ２．観光宣伝と観光客誘致 

         ３．観光施設の整備計画と促進 

         ４．土産品の改善指導と販売斡旋 

         ５．郷土民芸、芸能の育成と普及 

         ６．観光諸行事の開催と協力 

         ７．関係機関及び諸団体との連絡調整 

         ８．その他本会の目的達成に必要な事項 

    （会員） 

    第４条   本会は、本会の趣旨に賛同する団体、業者、法人、個人及び特別会員をもっ 

         て組織する。但し、団体は賛助会員とする。 

       ２． 特別会員は役員会の義を経て会長が委嘱する。 

    （除名） 

    第５条   本会員としての四角は脱退又は死亡、解散、除名により喪失するものとする。 

    （会費） 

    第６条   本会の会員は必要な経費にあてるために会費を納付しなければならない。 

       ２． 会費の金額、納付時期、方法は毎年総会において定める。 

    （会議） 

    第７条   本会の会議は総会、役員会とする。 

       ２． 総会は定期総会及び臨時総会として、定期総会は毎年１回開催、臨時総会、 

         役員会は、会長が必要と認めたときにこれを開催する。 

          総会、役員会の議長は会長がこれにあたる。 

       ３． 総会において決議する事項は次の通りとする。 

          １）会則の変更 

          ２）収支予算及び決算の承認 

          ３）毎事業年度の事業計画の設定及び変更 

          ４）余剰金の処分案及び損失処理案 

          ５）役員の選挙 

          ６）その他重要事項 

    （総会の議事等） 

    第８条   総会及び役員会の議決は、出席者の２分の１以上の賛成をもって決定する。 

    （役員） 

    第９条   本会に次の役員をおく。 

          会長 １名   副会長 若干名  理事 ２５名以内 

          監事 ２名 

    （役員の選任） 



    第10条   役員は総会において選出する。 

 

 

 

 

     （役員の任務） 

    第11条   会長は本会を代表し、会務を統括する。 

       ２． 副会長は会長を補佐し会長に事故あるときはその職務を代理する。 

       ３． 理事は会務の運営にあたる。 

       ４． 監事は会計を監査する。 

    （役員の任期） 

    第12条   役員の任期は２年とする。但し、再任を妨げない。 

       ２． 役員は任期満了後も後任者の就任するまでその職務を行なう。 

       ３． 補欠により役員になった者の任期は前任者の残任期間とする。 

    （顧問） 

    第13条   本会に顧問をおくことができる。 

       ２． 顧問は会長の推薦により役員会の義を経て委嘱する。 

       ３． 顧問は会長の諮問に応ずるものとする。 

    （専門部の設置） 

    第14条   本会に事業施行のため必要に応じて次の部をおく。 

       ２． 総務部、催事部、観光開発部に部長１名、副部長１名をおく。 

       ３． 部長及び副部長は、役員会の互選により会長、副会長以外の理事を選定し、 

         会長が委嘱する。 

       ４． 各部に所属する部員は会員中より役員会において決め、会長が委嘱する。 

    （会計） 

    第15条   本会の事業費、経費は、会費、補助金、寄附金、その他の収入をもってあて 

         る。 

       ２． 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日までとする。 

    （事務局） 

    第16条   本会に事務局を設け、事務局長１名、事務員若干名をおき、会長が委嘱する。 

 

      付則  本会則は、昭和５９年６月１９日より施行する。 

          本会則を昭和６０年９月１７日一部改正する。 

          本会則を平成１９年６月７日一部改正する。 

 

       専門部の業務 

 

    ◆総務部  １）会員の入脱会の手続き及び会費の評定と徴収に関すること。 

          ２）協会の役員会及び総会に関すること。 

          ３）観光宣伝に関すること。 

          ４）観光施設の整備、拡張に関すること。 

          ５）関係団体との連絡調整に関すること。 

    ◆催事部  １）各祭事協賛事業の企画運営に関すること。 

          ２）郷土芸能の育成、保存に関すること。 

          ３）町内観光事業に関すること。 

    ◆観光開発部 １）町内観光資源の調査、開発、保存に関すること。 

           ２）観光客誘致に関すること。 

           ３）木古内町名産品、特産品研究開発に関すること。 

           ４）ふるさとの村運動の推進に関すること。 

           ５）その他観光振興に関すること。 


